
 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 
 

 
  

 
  

 

 

 
(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。 

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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(百万円未満、小数点第１位未満は切捨て)

1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日 ～ 平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 24,948 △7.8 4,022 △27.0 2,213 △41.6

22年３月期第１四半期 27,067 4.9 5,517 452.6 3,793 329.4

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 8 02 ─

22年３月期第１四半期 13 75 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 4,631,220 204,466 3.8 652 14

22年３月期 4,568,768 207,095 3.9 661 81

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 179,806百万円  22年３月期 182,474百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 3 00 ─ 3 00 6 00

23年３月期 ─

23年３月期(予想) 3 00 ─ 3 00 6 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 45,000 △9.1 4,500 △29.3 3,000 △38.4 10 88

通期 93,000 △0.9 10,200 △6.6 6,000 △17.7 21 76



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 

 
  

4. その他（詳細は、添付資料２ページ「2．その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期第１Ｑ 281,756,564株 22年３月期 281,756,564株

② 期末自己株式数 23年３月期第１Ｑ 6,041,270株 22年３月期 6,037,461株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期第１Ｑ 275,715,610株 22年３月期第１Ｑ 275,751,068株

 
 

 
   

＊ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー

手続は終了しておりません。

＊ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及

び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく

異なる可能性があります。
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当第１四半期の連結経営成績につきましては、経常収益は前年同四半期と比べ役務取引等収益が増加

したものの、資金運用収益が減少したことや国債等債券関係益の減少を主因にその他業務収益が減少し

たことから、前年同四半期比２１億１９百万円減少して２４９億４８百万円となりました。 

 一方、経常費用につきましては資金調達費用が減少したことなどから、前年同四半期比６億２４百万

円減少して２０９億２５百万円となりました。 

 この結果、経常利益は、前年同四半期比１４億９４百万円減少して４０億２２百万円となりました。

また、四半期純利益は、同じく１５億７９百万円減少して２２億１３百万円となりました。 
  

当第１四半期末における連結財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末比６２４億円増加

して４兆６,３１２億円となりましたが、純資産はその他有価証券評価差額金の減少を主因に前連結会

計年度末比２６億円減少して２,０４４億円となりました。 

 主要勘定の残高につきましては、預金は、個人預金や公金預金が順調に推移したことから前連結会計

年度末比１,０００億円増加し、当第１四半期末残高は４兆１,３６８億円となりました。一方、貸出金

につきましては、事業性融資が減少したことから前連結会計年度末比７１２億円減少し、当第１四半期

末残高は２兆６,５９３億円となりました。また、有価証券は、地方債や外国証券が減少したことなど

から前連結会計年度末比３７９億円減少し、当第１四半期末残高は１兆５,２２２億円となりました。 
  

平成23年3月期の連結業績予想につきましては、平成22年5月13日に公表いたしました計数から変更は

ありません。 
    

該当事項はありません。 
  

  
[簡便な会計処理] 

 ①減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方

法により算定しております。 

 ②貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当て

ている債権等以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、前連結会計年度末において使用し

た予想損失率を適用して計上しております。 

 ③税金費用の計算 

法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出

に係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

 ④繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異等の発生状況について前連結会計

年度末から大幅な変動がないと認められるため、同年度末の検討において使用した将来の業績予

測を適用しております。 
  
[四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理] 

該当事項はありません。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要
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(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

当第１四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更 （資産除去債務に関する会計基準の適用）

当第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去

債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21

号 平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、経常利益は６百万円、税金等調整前四半期純利益

は332百万円それぞれ減少しております。また、当会計基準等の

適用開始による資産除去債務の変動額は495百万円であります。

表示方法の変更 （四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平

成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部を改正する内

閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当

第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利

益」の科目を表示しております。

追加情報 （役員退職慰労引当金）

「役員退職慰労引当金」は、当行役員の退職慰労金の支出に備

えるため、役員退職慰労金規定に基づく期末要支給額を計上して

おりましたが、当行は役員退職慰労金制度の廃止に伴い、平成22

年６月29日開催の第122期定時株主総会において役員退職慰労金

を打ち切り支給することを決議いたしました。これにより、当第

１四半期連結会計期間において「役員退職慰労引当金」を全額取

崩し、打ち切り支給額未払分464百万円については「その他負

債」に含めて表示しております。
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

現金預け金 202,369 124,821

コールローン及び買入手形 100,848 2,145

買入金銭債権 4,312 4,421

商品有価証券 1,372 1,831

金銭の信託 24,382 24,500

有価証券 1,522,202 1,560,110

貸出金 2,659,304 2,730,540

外国為替 1,591 1,241

リース債権及びリース投資資産 16,292 16,593

その他資産 30,056 31,703

有形固定資産 42,779 42,462

無形固定資産 11,750 11,808

繰延税金資産 31,722 34,278

支払承諾見返 17,508 17,809

貸倒引当金 △35,275 △35,499

資産の部合計 4,631,220 4,568,768

負債の部

預金 4,136,833 4,036,781

譲渡性預金 99,469 81,193

債券貸借取引受入担保金 83,535 83,573

借用金 6,803 62,890

外国為替 256 253

社債 40,000 40,000

その他負債 29,591 26,007

退職給付引当金 10,871 10,508

役員退職慰労引当金 － 454

睡眠預金払戻損失引当金 79 93

偶発損失引当金 1,805 2,106

支払承諾 17,508 17,809

負債の部合計 4,426,753 4,361,672

純資産の部

資本金 29,249 29,249

資本剰余金 18,830 18,830

利益剰余金 117,550 116,163

自己株式 △2,975 △2,973

株主資本合計 162,655 161,270

その他有価証券評価差額金 17,929 21,739

繰延ヘッジ損益 △778 △536

評価・換算差額等合計 17,151 21,203

少数株主持分 24,659 24,621

純資産の部合計 204,466 207,095

負債及び純資産の部合計 4,631,220 4,568,768
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

経常収益 27,067 24,948

資金運用収益 18,460 17,206

（うち貸出金利息） 13,263 11,938

（うち有価証券利息配当金） 5,085 5,135

役務取引等収益 4,569 5,094

その他業務収益 3,105 1,618

その他経常収益 931 1,028

経常費用 21,550 20,925

資金調達費用 2,571 2,047

（うち預金利息） 2,174 1,653

役務取引等費用 2,345 2,301

その他業務費用 334 236

営業経費 13,373 13,441

その他経常費用 2,924 2,899

経常利益 5,517 4,022

特別利益 596 712

貸倒引当金戻入益 243 －

償却債権取立益 352 712

特別損失 2 356

固定資産処分損 2 30

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 325

税金等調整前四半期純利益 6,110 4,377

法人税、住民税及び事業税 139 109

法人税等調整額 2,149 2,000

法人税等合計 2,289 2,109

少数株主損益調整前四半期純利益 2,268

少数株主利益 27 55

四半期純利益 3,793 2,213
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該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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4．補足情報 

当行の平成23年3月期第１四半期決算の概要は、以下のとおりであります。 
 
（1）平成23年3月期第１四半期損益状況（単体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円） （単位：百万円）

平成23年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期

第1四半期 第1四半期 比較 第2四半期累計期間

（3ヵ月間） （3ヵ月間） 公表値
（Ａ） （Ｂ） （Ａ－Ｂ） （6ヵ月間）

18,402 19,934 △ 1,532

15,034 15,773 △ 739

1,986 1,390 595

1,382 2,770 △ 1,388

うち国債等債券損益 1,403 2,705 △ 1,302

12,553 12,362 191

△ 362 ― △ 362

6,211 7,572 △ 1,360 8,000

4,445 4,866 △ 421

△ 1,996 △ 2,002 5

△ 244 69 △ 313

1,960 1,996 △ 36

4,215 5,570 △ 1,355 4,500

267 624 △ 357

― 476 △ 476

581 151 430

283 ― 283

4,482 6,194 △ 1,712

2,228 2,373 △ 145

2,253 3,820 △ 1,567 3,000

1,016 1,369 △ 352(与信関連費用①+②-③-④)

経 費

一般貸倒引当金繰入額 ①

業 務 純 益

臨 時 損 益

コ ア 業 務 純 益

う ち 株 式 等 損 益

うち不良債権処理額 ②

経 常 利 益

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

四 半 期 純 利 益

特 別 損 益

うち償却債権取立益④

法 人 税 等 合 計

税 引 前 四 半 期 純 利 益

うち貸倒引当金戻入益③

うち 資産除去債務会計基準
の 適 用 に 伴 う 影 響 額

〔参考〕

 
  （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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○ 当四半期の損益状況についてみますと、本業の儲けを示す「コア業務純益」は、

役務取引等利益は増加したものの、資金利益の減少や経費の増加等により前年同四半期と

比べ４億円減少の４４億円となり、また、「業務純益」は、国債等債券関係益が減少した

ことから同じく１３億円減少の６２億円となりましたが、いずれも概ね当初計画通り推移

しております。 
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（2）預金、貸出金の残高（単体） 

〔参考〕

(単位：億円) （単位：億円）

平成22年3月末比 平成21年6月末比

預 金 等 （末 残） 42,461 1,181 569 41,892 41,280

預　金 41,463 998 566 40,897 40,464

うち個人預金 33,270 590 593 32,676 32,680

譲渡性預金 998 182 3 995 815

貸 出 金 （末 残） 26,713 △ 712 △ 1,051 27,764 27,425

うち住宅ローン 7,490 △ 5 14 7,475 7,496

17,338 △ 444 △ 895 18,233 17,782

平成22年6月末 平成21年6月末 平成22年3月末

（ご参考）
中小企業等貸出金（末残）  

（注）預金等＝預金+譲渡性預金 

 

 

（3）個人預かり資産の残高（単体） 

〔参考〕
(単位：億円) （単位：億円）

平成22年3月末比 平成21年6月末比

個人預かり資産 2,942 △ 205 △ 253 3,195 3,147

外貨預金 141 △ 10 △ 7 149 151

公共債 1,264 △ 34 △ 174 1,439 1,298

投資信託 1,535 △ 160 △ 70 1,606 1,696

個人年金保険 2,274 19 234 2,039 2,254

平成22年6月末 平成21年6月末 平成22年3月末

 
（注）個人年金保険は、販売累計額を計上しております。 
 
 

（4）金融再生法開示債権の状況（単体） 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 8 ― 

〔参考〕

(単位:億円)  (単位:億円)

平成22年3月末比 平成21年6月末比

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

130 △ 4 △ 21 151 135

危険債権 576 35 21 555 540

要管理債権 186 △ 2 △ 81 267 189

小　計 893 27 △ 81 974 865

正常債権 26,079 △ 743 △ 1,004 27,083 26,822

合　計 26,972 △ 715 △ 1,085 28,058 27,688

開示債権比率 3.31% 0.19 △ 0.16 3.47% 3.12%

平成22年6月末 平成21年6月末 平成22年3月末

（ａ）

（b）

（ａ）/(b)
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（5）自己資本比率（国内基準） 

 

平成22年６月末自己資本比率（国内基準・速報値） 

   

(単位:百万円) 〔参考〕

連結 単体 連結 単体
自己資本比率 12.50% 12.26% 12.12% 11.88%
ＴｉｅｒⅠ比率 9.90% 9.64% 9.57% 9.30%
自己資本額 236,051 229,179

うち基本的項目 186,975 180,222
総所要自己資本額 75,498 74,730
　※バーゼルⅡ第３の柱(市場規律)に基づく開示であります。

平成22年6月末 平成22年3月末（実績）

 
 
 

平成22年９月末の自己資本比率は、平成17年７月29日に発行した株式会社南都銀行第１回期限前償還 

条項付無担保社債（劣後特約付）200億円を、平成22年７月29日に期限前償還したことに伴い、単体・ 

連結とも平成22年６月末速報値と比べ１％程度低下する見込みであります。なお、上記期限前償還が 

TierⅠ比率に与える影響はありません。また、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動すること 

があります。 

 

 

（6）有価証券評価損益（単体） 

(単位：百万円)

平成22年6月末 平成21年6月末

評価益 評価損 評価益 評価損

満期保有目的の債券 63 63 ―

その他有価証券 27,178 45,996 18,817 13,186 36,887 23,700

株式 3,731 7,375 3,643 15,656 17,280 1,623

債券 33,059 33,412 353 16,313 16,790 477

その他 △ 9,611 5,208 14,820 △ 18,783 2,816 21,599

〔参考〕 (単位：百万円)

平成22年3月末

評価益 評価損

満期保有目的の債券 71 71 ―

その他有価証券 30,254 46,731 16,477

株式 14,828 16,019 1,190

債券 24,896 25,693 796

その他 △ 9,471 5,018 14,489

評価損益 評価損益

評価損益

 
 

                                        以上 

9 ― 終 
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